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厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等政策研究事業（難治性疾患政策研究事業）） 

分担研究報告書 
 
自己免疫性出血症治療の「均てん化」のための実態調査と「総合的」診療指針の作成 

に関する研究 
 

分担研究課題 調査と実験の実施（主に VIII/8 因子抗体症例）： 
相談と研究的精密検査（主に F8） 

 
研究分担者 橋口  照人  鹿児島大学大学院医歯学総合研究科 教授 

 

研究要旨 

自己免疫性出血症の検査データの解釈について、止血血栓領域を専門としない医
師に対してコンサルトを行い、診断の効率を高めることを目的とした。肝予備能
の低下した症例、慢性の播種性血管内凝固症候群の症例では、後天性に凝固因子
が低下することより、自己免疫性出血症との鑑別を要する患者は実臨床において
多く存在するので注意が必要である。 

 
 
Ａ．研究目的 
 自己免疫性出血症の検査データの解釈について、
止血血栓領域を専門としない医師に対してコンサ
ルトを行い、診断の効率を高めることを目的とし
た。 
 
Ｂ．研究方法 
 APTT の延長した症例ならびに後天性の出血傾向
を示す症例のクロスミキシングテストを含む一
般臨床での凝固検査データのコンサルトを行っ
た。 
 （倫理面への配慮） 
 当院の院内倫理委員会より研究実施の承認を
得た。 
 
Ｃ．研究結果 
  肝予備能の低下した症例、慢性の播種性血管内
凝固症候群の症例では、後天性に凝固因子が低下
することより、自己免疫性出血症との鑑別を要す
る症例は実臨床において多数存在することを報
告した。 
 
Ｄ．考察 
 実臨床においては、自己免疫性出血症との鑑別
を要する症例が多数存在することから、自己免疫
性出血症患者の血液中の抗体を検出する診断キ
ットの普及が望まれる。 
  
Ｅ．結論 
 止血血栓領域を専門としない一般臨床医に対し
て、自己免疫性出血症の存在と凝固検査データの

解釈について更に周知する活動を継続する必要が
ある。 
 
Ｆ．健康危険情報 
 特になし 
 
Ｇ．研究発表 
I.  論文発表 
１）原著 
  なし 
２）総説・著書 
  なし 
   
Ⅱ.学会発表 
１）シンポジウムの企画 
第 81回 日本血液学会学術集会（2019.10.11-13 
東京国際フォーラム） 
凝固因子インヒビター 
座長 橋口照人、朝倉英策 
1. 出血性後天性凝固異常症の診断 
鈴木伸明 
2．後天性血友病 A～診断と治療～ 
  徳川多津子 
3．後天性第 V因子インヒビター 
  山田真也、朝倉英策 
4．自己免疫性後天性凝固第 XIII/13 因子欠乏症 
  小川孔幸 
5．後天性フォンヴィレブランド症候群について 
  早川正樹 
 
２）一般演題 
1. 中島 篤人、山口 宗一、吉村 明子、古城 剛、
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小濵 祐行、竹之内 和則、大山 陽子、政元 い
ずみ、髙嶋 博、橋口 照人：親子間で病型の
異なるフォン･ヴィレブランド病の一家系．
第 41 回 日本血栓止血学会学術集会，三重
県総合文化センター；2019年6月20日〜22日 

 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
 1). 特許取得 

 なし 
 
 2). 実用新案登録 
なし 
 
 3). その他 
なし 
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